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＜ポイント＞ 

転倒は多因子を包括的に評価する必要がある。 

転倒リスク評価ツールは，「スクリーニング」，「精査」，「対策導出」の３つの目的に使われる。 

＜本文＞ 

主な転倒リスク因子 

転倒は単一要因ではなく、身体・認知・環境・薬剤・行動などが複合して起こるため、多因子を包括的に評

価する必要がある。 

内的因子 

身体的疾患 

・ 循環器系疾患（不整脈、高血圧、起立性低血圧、心不全、脳循環障害など） 

・ 神経系疾患（パーキンソン症候群、認知症、小脳障害、脊髄障害など） 

・ 筋骨格系疾患（骨関節炎、関節リウマチ、骨折等） 

・ 視覚認知系疾患（白内障、緑内障など） 

薬剤（向精神薬、抗ヒスタミン薬、降圧薬、血糖降下薬、ポリファーマシーなど） 

身体諸機能の低下（筋力、筋持久力、運動速度、反応時間、巧緻性などの低下） 

外的要因 

物的環境（段差、照明不足、滑りやすい床、手すりの不足など） 

行動要因（トイレへの急ぎ、ナースコール遠慮、無理な移動など） 

 

転倒リスク評価ツール 

転倒リスク評価ツールは，「スクリーニング」，「精査」，

「対策導出」の３つの目的に使われる。特にスクリーニン

グとしてハイリスク者の選別を行い，さらに多職種で共有

して「精査」・「対策導出」を行うなど使用目的・特徴・限

界を把握した上で使用することが求められる（図）1）。 

 

地域・外来で使いやすい転倒リスク評価ツール 

1. TUG（Timed Up & Go）2） 

立ち上がり → 3m 歩行 → 方向転換 → 着席の時間を測定。

13.5 秒以上で転倒リスク増大と評価する。 

2. SPPB（Short Physical Performance Battery）3） 



バランス（3姿勢）、4m 歩行速度、5回立ち上がりの

3 項目で評価する。6 点以下で転倒リスク高い。10 分

以内で実施可能である。 

3．ロコモ度テスト 4） 

ロコモティブシンドロームであるかを調べるテスト

である。ロコモ度テストには、①下肢筋力を調べる立

ち上がりテスト、②歩幅を調べる 2 ステップテスト、

③体の状態・生活状況を調べるロコモ 25があり、3の

うち 1 つでも該当する場合、ロコモティブシンドロー

ムと判定する。 

6．サルコペニア 5） 

2025年の改訂では、対象年齢が 50歳以上に拡がり、低筋肉量＋低筋力の場合にサルコペニアと診断と

なった。プライマリケアまたは地域の予防医療の現場と急性期から慢性期の医療または臨床研究の現場

での評価基準定められている。 

7．フレイル 6） 

フレイルとは、「加齢により心身が老い衰えた状態」のことで、早く介入して対策を行えば元の健常な

状態に戻る可能性がある。診断には 5 項目の評価から、3 項目以上該当するとフレイル、1 または 2 項目

だけの場合にはフレイルの前段階であるプレフレイルと判断する。 

 

地域検診などで有用な「質問票ベース」のツール 

1. 転倒等リスク評価セルフチェック票（厚生労働省）7） 

2 ステップテスト、片脚立位、ファンクショナルリーチなどの身体機能テストに加え、9 つの質問で敏

捷性・バランス・歩行能力を評価する。自治体での普及率が高い。 

2. 基本チェックリスト（厚労省）8） 

介護予防事業の標準ツールであり「転倒歴」「歩行」「閉じこもり」「口腔」「認知」など多因子を網羅し

ている。 

3. 転倒確率評価ツール（CaRF）9） 

2024 年に開発された新しい地域向けツールで、開眼片足立ち時間、手を使わず立ち上がれるか、健康

状態の自己評価、過去 1年の転倒歴、運動プログラム参加歴、日付が分からないことがある、むせの有無

の 7項目で 1年以内の転倒確率を推定する。22％以上で高リスクと判定する。 

4．ロコチェック 10） 

7つのチェック項目のうち、1つでも当てはまればロコモティブシンドロームの心配があると判定。 

5. 転倒リスク評価表 11) 

合計点が 10 点以上の場合は転倒・骨折対策プログラ ムを検討する。 

 

＜事例＞ 

骨粗鬆症患者と地域在住高齢者における ロコモ度テストの結果比較 12） 

 骨粗鬆症患者は同年代の地域在住高齢者と比較して，男女ともにロコモの有病率が高く，ロコモが進行

している割合も高い 

ロコモ度テストで評価する 骨粗鬆症性椎体骨折の保存治療 13） 

 骨粗鬆症性椎体骨折の保存加療は，日常生活動作は比較的保たれており，概ね良好な成績といえた 

サルコペニアやロコモティブシンドロームが 骨微細構造に与える影響 14) 



 ロコモ度テストのうち，2ステップ値と ロコモ 25は骨微細構造と関連が認められた 

人手・予算不足解消に向けたセルフチェック による検診への誘導の試み 15) 

 予算や人手の状況に加え，どのような人を対象にするかを考慮したうえでセルフチェックと勧奨通知を

使い分けることが有効 

基本チェックリストをもとにしたフレイルと 運動機能ならびに定量的超音波法による 骨折リスクとの関係

16） 

 基本チェックリストをもとにしたフレイルは，有意な運動機能および SOSの低下を示し，多くの転倒歴

を有していた 

サルコペニアを合併した 75歳以上の後期高齢者女性における大腿骨近位部骨折術後歩行能力に関する研究

17) 

 大腿骨近位部骨折症例におけるサルコペニア有病率は 67.9 %であり，サルコペニア症例では術後の歩行

能力は劣っていた 
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